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1･　乳児肌着，各年令層の夏肌着おむつの布は，発汗

排尿等の水分量が多いから吸湿性以上に吸水性が要求さ

れる。前に紙おむつの保水実験の際試料が大となれば保

水率が小となったので，肌着用お むつ用平織で保水(重

ねた布の含水)特性 を調べる。また吊下時保持水分↓ 吸

水速度も調べ吸水性評価法を検討し，バーズアイ織５種

の吸水性を比べる。

2.　試料はBi, 粗IS, ガ ーゼおよびバーズアイ織５種

である。保水は平織試料の１辺が24.68  cm の正方形８

枚重ね荷重0,50g/c ㎡ の時の布重量，含水時重量を精

秤し保水率保水量を算出し 検 討 し た。バーズアイ織は

４×４ cm^ 大で50  g/cm^ 荷重 後測定した。吸水は2 ～30

cm の正方形 ６種と各辺の長さの割合をかえた長方形を

たて長くと横長く吊し，吊下時水分保持量を秤リ，大き

さによる下端付着水分の影響を調べた。又布1.5 ×25  cm

の下端1  cm を水につけ30 分間吸上状態も調べた。

3.　1)保 水量ｙ は周辺付着水分zv が影響 する。単

位面積保水量を ｙ とし正方形の一辺の長さを Ｊ とナ

ればy ＝W が十wx となる。2) 吊下時水分保持量 ２ は

単位面積あたり保持量を α とし，単位長下端付着量を

ろ, 横長さを ｚ たて長をy とすればz ＝(αy十b)x であ

る。3)吸水速度は付着物に影響される度合が大で素材条

件については一定の法則は見出せない。4)簡便法により

保水，吸水を測定した結果ではバーズアイ織群が吸水性

はすぐれている。


